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＜本号の表紙絵＞

種痘済証

安政5年(1858)蘭方医83名の拠金によ

り神田お玉ケ池に開設された「種痘所」

は，翌6年下谷和泉橋通りに移った。種

痘所は万延元年(1860)に幕府直轄となり，

名称も文久元年(1861)に｢西洋医学所｣，

さらに2年後「医学所」と改められた。

医学所で出された種痘済証は縦横

15.4×1l.0cmの和紙に「眞痘文久四

甲子年医学所」と刷られ，「二月廿日」

と毛筆で書かれている。文久4年2月20

日は改元されて「元治元年」になった日

である。

種痘済証は種痘を受けた人に渡すもの

で，「文久四甲子年｣と年号まで版木で刷

られているところを見ると，この頃は種

痘を受ける人がかなりの数あったと思わ

れる。右上方に朱の割印があるが，種痘

を受けた人の名簿と照合した割印かもし

れない｡｢眞痘｣は｢善感｣したことである。

現存する種痘済証で古いのは，大坂の

「除痘館｣で発行した万延元年のもので，

これには｢庖瘡相済急除痘館」と書かれ，

種痘を受けた児の名と年齢が記されてい

る。

明治3年政府は各府藩県に通達して種

痘の普及を始め，明治7年に｢種痘規則」

を定めて，種痘を受けて善感した者に種

痘済証を交付することを義務づけた。

（蔵方宏昌）
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